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【緒　言】近年,審 美性 ならびに生体親和性 に機
能性を併せ持つ歯科材料の需要に応 え,よ り強力
な機械強さを持つ セラミックス材料の開発が進め
られている。特に,CAD/CAMシステムによる加
工が可能でフレームワークの材料 として適 してい
るジルコニアの研究が多くみ られ る。そこでジル
コニアとハイブリッ ドセラミックスの併用により,
ジルコニアフレームによって強度 を保 ちつつ,ハ
イブリッ ドセラミクスを築盛することで対合歯へ
の為害作用を抑 えられる補綴装置が可能と考 えた。
　本研究の目的はジルコニアとハイブ リッドセラ
ミックスの接着強さについて,表 面処理とプライ
マー処理の併用による影響について検討すること
である。
【方　法】ジルコニア試料にアル ミナサ ン ドブラ
ス トを行 った後,表 面処 理はRocatec　R-Plus処理,
Rocatec　R-Plus+シラ ンカ ップ リング処理,イ ト
ロ処理,イ トロ処理+シ ランカ ップ リング処理 の
4種類の表面 処理 を行 った試料 に,ポ ーセ レンラ
イナーM,ク リア フ ィル フ ォ トボ ン ド,モ ノボ
ン ドプラス,セ ラ ミックプライマ ー,ユ ニバ ーサ
ル プライマーの5種 の各 プ ライマ ー処理 を行 い,
グ ラデ ィアRを 築 盛 し剪 断接着 試験 を行 った。得
られ た結果 をKruskal　Wallis　H-test後に,　Mann
Whitney　U-test　with　Bonferroni　correction
(P<0.05)にて多重比較検定 を行 った。
【結果 と考察 】 ロカ テ ック処 理法 とイ トロ処 理法
を比 較 した場合,ポ ーセ レン ライナ ーM,ク リ
ア フ ィル フ ォ トボ ン ドで は有 意 差 は認 め られ な
か った。 モ ノボ ン ドプ ラスの場合,ロ カテ ック処
理 で は イ トロ 処 理 法 と 比 べ 有 意 に 高 い 値
(25.48MPa)を示 した。 セ ラ ミックプ ラ イマ ー
の場合,ロ カテ ック処 理 と比ベ イ トロ処理 法の方
が有意 に高 い値(27.31MPa)を示 した。 ユニバ ー
サル プライマーの場合,イ トロ処 理単体 では ロカ
テ ック処 理 と比 べ 有 意 に低 い値(8.54MPa)を
示 したが,イ トロ処理 とシラ ンカ ップ リング処理
を併用 した場合,ロ カテ ック処理 と比べ有意 に高
い値(30.03MPa)を示 した。 この結果 よ りジル
コニ アとハ イブ リッ ドセ ラ ミックスの併用 には ロ
カテ ック処理 では シ ランカ ップ リング処理+モ ノ
ボ ン ドの併 用が,イ トロ処 理 では シラ ンカ ップ リ
ング処理+ユ ニバ ーサル プライマーの併用 が有効
と考 えられ る。
